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21 世 紀 の エ ネ ル ギ ー
一国際地域学における重要課題－











メ ド ウズ助 教授 （Dr.DennisL.Meadows
） を 主 査 と す る 国 際
チ ーム が 担 当 し た。1972 年 に
チ ーム の成 果 とし て、 ロー マ ・
クラブ2) か ら発 表 さ れた 「成 長
の限 界」（TheLimitsofgrowth ）
は、世 界 中で2,000 万 部 のベ ス ト
セ ラ ー とな り、 人 口 ・一 人 当た
り 食糧 ・工業 生 産 ・資 源消費 ・
環境 汚 染 の動態 的 な相 互関 係が
第1 図 の よ うに示 さ れて いる。
こ こで は、50 年代 の ウイ ナー の
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1990 年2000 年2100 年
第1 【11 成 長 の 限 界 、 人 口 、環 境 汚 染 、 資 源 埋 蔵 量 、 食 料 、 】人 当 り 生 産
高 の5 変 数 に よ っ て 、1980 ～2100 年 ま で の 発 展 を 予 測 し た 。 標
準 的 モ デ ル で は21 世 紀 前 半 に 破 壊 が お こ る と さ れ て い る 。
出所：成長 の限界：邦訳ダイヤモンド社:DonellaH.Meadowsetal..TheLimitstoGrowth:1972
年5 月
東゛ 洋大 学国 際地 域学部 ；FacultyofRegionalDevelopmentStudies.ToyoUniversity





















































2。 石 炭 資 源 量 につ いて の現 状 認 識











































化 石 エ ネ ルギ ー 需 要
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や、 太陽 熱 は次 世代 を 担 う主力
エ ネ ル ギー と し て は ま だ 心 細
く、増 大 して い く21 世 紀 中 のエ
ネル ギー総 需 要量 を 満た し 続 け
るた めに は、 石炭 が 主 役 を演 ず
る以 外に はな い。
こ れ は 「エ ネ ル ギ ーに 復 活
（revival ）はな い」とし た エ ネル
ギー神 話が 崩 れ、 エ ネ ル ギ ーの
将 来 につい て は、 こ こへ 来 て も
う一 度 仕切 り直 し の時 機 が 到来
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第5 図 水 平 移 動 度 と 深 部 移 動 度 の 実 績 （豪 州 ）
出所 ：JCB その 他豪州資料により作成：中嶋 滋夫
露天掘o ■坑内搦o の経済的深度境界
第6 図 典型的な炭田/シドニー炭田の賦存状態をモデルとした100m 深度境界
出所:世界の石炭資源;㈱アイ・エス・ユウ
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第1 表 我が国における閉山時の各炭鉱の採掘深度
炭 鉱 名 閉山時の
採掘深度
閉山年次 備 考
高 島 炭 鉱
真 谷 地 炭 鉱
三井砂川炭鉱
幌 内 炭 鉱
南大夕張炭鉱
三井芦別炭鉱











































































映 祀? 、 畿 沼 ペ












































































米国を抜いて世界の第1 位にある。人口はH 億人で世界第1 位、そしてエネルギーとしてはその80％




















人口（人)10 億20 億30 億40 億oO 億
第10 図 世 界 の 地 域 別 エ ネ ル ギ ー 消 費 量 （1985 年 ）（ 数 字 は 一 人 当 りGNP ：USS ）
出所：世界人口の展望 とエネルギ ー問題：財団 法人日本エネ ルギー経済 研究所、エ ネル ギー計算 セン ター：
宮田 満
































































































⑤カロリ ー等価 （基準 品位 内）









・依存度（その国の経済 がい かに石 炭
に依存してい るか）
四 璽 肩 饌 ］
・高度機械化、機械化の制 約（南ア・岩脈）
・CoalBedMethaneTechnology




）図 面 回 瞑 三 亘 ］













排煙脱硫装 置導入、低品位炭燃焼、Slugging,Hauling 防 止(有害灰分対策)IGCC
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